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??要
　実施時期や選考方式の異なる入学試験が何回か実施される場合に、均一な
レベルの入学者を得るための一方法を考察する。その方法とは、1．入学後
に新入生全員を対象とした統一試験を実施し、それぞれの入学試験の入学者
について統一試験の成績の分布を求める。2．この成績の分布のデータを元
に入学者の統一試験の平均点が同じ値となるように各入学試験ごとに合格者
数を決め直す、というものである。実際の運用に当たっては、これらのデー
タを何年か蓄積し、各試験ごとの最適合格者数の経験値を求め、それを用い
ればよい。
1．はじめに
　そもそも入学試験は入学志願者が上級学校に入学するのに足る学力を有し
ているかどうかを判定するものであり、志願者が少ない間は、r判定をクリ
アした者は全て合格」ということで良かった。しかし、昨今の大学の入学試
験のように入学定員をはるかに上回る志願者がある場合は、何らかの選抜を
実施する必要がある。一部の国立大学付属校で実施されているように、ある
程度の学力を満たしたと認定した志願者は全員合格とし、その上で抽選をし
て最終的な合格者を決定するという方法もあるが、多くの大学の入学試験で
は、何らかの学力試験を実施し、成績の優秀な受験生から合格者を決めてい
く、という方法がとられている。学力試験を課すならば、客観的なテストで
あることが望ましい。面接試験や論文試験では、どうしても面接者や採点者
の主観的判断に基づく評定値で選抜が行われることになる。本論文では、何
回か実施される客観的な試験の得点に基づき、そこから試験による違いの無
い一定レベルの合格者を決定する方法を提出する。
　ところで、客観的な試験の得点に基づく入試データの分析にも幾っかの問
題点が指摘されている1。それらは、以下の通りである。
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　学力試験の結果は個々の受験生の学力を正しく表したものであるのか。
　元々受験生の学力の分布には大きな偏りがあるにもかかわらず、正規
分布に基づく統計的な処理で、解析が行われている。
　選択科目の違いによる不公平は生じていないか。
　多くの大学において調査した結果、入学後の学業成績と入学試験の得
点の相関があまり見られないことが知られていて、入学試験の適切さが
問題になっている。
5　実施時期や募集目的の異なる入学試験には志願者の学力の分布に大き
な偏りがあり、分布の形は試験によっても異なるので、入学試験により
難易度（っまり、合格し易さ）に違いが生じているのではないか。
　1．については、同じ受験生のグループを対象として、広範囲にわたった
内容の同じレベルの試験をくり返し実施して慎重に結果を分析すれば、受験
生の「学力」をかなり正しく判定することは可能と思われる。しかし、受験
生に何度も苦痛を強いることはできないので、実際問題としては不可能であ
る。試験時間内で解答することのできる、広範囲にわたった問題を作成する、
ということで判定することが、完全とは言えないまでも現実的であろう。
　2．統計的分析では、前提として、「たくさんの同じレベルのデータの集ま
り」を仮定している。したがって、受験生の学力の分布に大きな偏りがあり、
それが無視できない場合は、従来の統計処理の方法に代わる別の方法を検討
しなければならない。
　3．については、受験生の得点を素点ではなく、平均点を50点とし、それ
から標準偏差の値だけ離れるごとに10点ずっ異なるように決めたr偏差値」
を採用すれば、評価の上からは不公平を是正することができる。しかし、こ
の方法が有効であるためには、平均点や標準偏差の値が意味を持つ程度の
データ（つまり、受験者数）が確保できる、ということが必要である。
　4．については、入学後の学業成績と入学試験の得点の相関の相関係数が
小さいのは、入学試験の適切さに問題があるのではなく、r入学後」の学業
一179一
師　　啓二
成績とr受験者全体にっいて」の入学試験の得点の相関をとっているところ
に原因があるのである。これに関しては他書に詳しい説明がある1。それに
よると、何らかの方法でr入学しなかった者」の学業成績を推定し、r選抜
前」の状態についての相関係数を求め、それによって入学試験の適切さを検
討する必要がある、ということである。
　さて、5．が本論文の主題である。どの試験からも同じ学力レベルの学生
をとれるような方策をとるためには、学力を測るための基準とすべき共通の
尺度が必要である。そのデータを元に各試験ごとに入学者の点数の分布を調
べ、試験による入学者の学力レベルの違いが生じないような合格者数の配分
を決定すれば良い。次章で、その選抜方法の概要を述べる。その次の章では
サンプルデータを元に具体的に選抜がシミュレートされ、最後の章に結論が
まとめられている。
亘．選抜方法
　多くの私立大学では、大学の理念や様々な理由から、1つの学部について
推薦入学試験、特待生入学試験、通常の入学試験など様々なタイプの入学試
験を様々な時期に実施している。それぞれの入試は実施時期も選考方式も異
なっているので、入学者の人数にも質にも違いが生じがちである。白鵬大学
では、以前、学業特待・一般一次・一般二次・推薦入試の年4回の入試を実
施していた時期に、入試基礎データ委員会において、これらの入試における
合格者の歩留りと入学者の英語統一試験の成績を調査し、各試験の入学者の
実態を把握することを目的として、各種の分析を行った2。ここでは、その
時分析に用いた方法の概要を述べ、それをさらに発展させた選抜方法を紹介
する。
1．統一試験の実施
前述のように、まず、入学者の学力を測る何らかの共通の尺度が必要であ
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る。入学1年後の成績を採用することも考えられるが、大学のカリキュラム
は入試科目と大分異なること、時間がかなり経ってからのデータであること
などから、あまり望ましいものではない。そこで、入学者全員を対象とした
統一試験を実施してその成績を用いることになる。もちろん、再度、入学試
験のような本格的な試験を実施することは、彼等に多くの苦痛を強いること
になり現実的でないので、たとえば、語学の学習も兼ねてTOEIC（Tes診qブ
EηgZεsん∫or1耐c肌α6めπαZ（）ommμ痂oα6‘oη）のような英語の試験を全員
に受けさせて、その成績を用いれば良いだろう。当然のことながら、英語の
成績だけで学生の学力を測ることには無理があるが、語学の修得には長期に
わたる勉学が要求され、概してr成績の良いものは英語の成績も良い」とい
う傾向があることを考慮すれば、学力を測る基準として英語の成績を採用す
ることは、そう悪いことではないであろう。その際、合わせて入試成績や、
内申書の評価点と学力（英語統一試験の成績）との間の相関を調べておけば、
選抜する際には何が相関が高く重要なパラメータであるかなど、大まかな知
見が得られる。もちろん、英語の試験以外にもっと適するものがある場合に
は、そちらを採用すれば良い。
　2．データの準備
　さて、入学者の学力を測る共通の尺度として、何らかの統一試験を実施し、
その成績のデータを得たものとする。続いて、以下の方法で分析用のデータ
を準備する。
a．各試験ごとに成績上位のものから順序をっけて、全体を10個の区間
　（入試席次区間）に分割する。
b．一方、統一試験の成績に基づいて入学者を成績の順に並べて、全体を
10個の区間（統一試験順位区間）に分割する。
c．各試験ごとに、入試成績と統一試験の成績順位に基づく10×10の表を
作り、各区問（セル）に該当する入学者の人数を記入する。
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　区間の分割の数が10個というのは暫定値であって、分割の仕方は成績の分
布の形によって決める必要がある。たとえば、分布の形が局所的に急峻であ
るような場合は、区間の数を増やさなくてはならない。
　3．適性合格者割合の決定
　　a．統一試験の平均点が等しくなる入試席次領域
　さて、統一試験の成績順位で同じ席次区間に入っているものは皆同じ点数
であるとして、入試成績のトップの席次区間から各席次区間までの領域（入
試席次領域）にっいて、それぞれ統一試験の平均点を計算する。区問の分割
が多い方が平均点の計算はより正確となるが、あまり区間を多くすると全体
の分布の特徴がはっきりしなくなる。分割の数が10個であるので各席次区間
内の合格者．Pは（合格者）÷10と与えられる。ところで、各席次区間内の人
数Eは、Pより大きいことはない。これは、合格しても入学してこない受験
生がいるからである。比RE＝E／Pは合格者の歩留りを表す。
　各平均点は1位からその席次までの者を入学させた時の入学者の統一試験
の平均点を表す。各試験にっいてこの平均点が同じ値になるように合格者数
を決めてやれば良い。
　いま、入試席次領域をあらわす変数（入試席次領域変数）を1とする。1
は1（0％から10％）、2（0％から20％）……、10（0％から100％）まで
の値をとる。統一試験の平均点yと1の関係の直線性が良ければ、表のデー
タを直線でフィットさせ、その傾きAとッ切片Bを求める。っまり、yを
　　　　　　ツr41＋β　……①
と表す。
いま、入試1、H、皿と3回入試を実施し、以下のデータを得たものとする。
　　入試1：各席次区間内の合格者数P1、傾き。41、ッ切片B1
　　入試∬：各席次区間内の合格者数P2、傾き。42、ッ切片jB2
　　入試皿：各席次区間内の合格者数P3、傾き・43、ッ切片B3
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　これより、たとえば、全ての入試において合格者の統一試験の平均点が同
じ値めとなるようにするためには、1＝1～10の区間の外でも成り立っも
のと仮定して、①式を用いて、
入試1について：11＝ly1一β1
入試Hについて：12＝
141
1y1－B2
（一・②）、の席次領域までのP111名
入試皿にっいて：13＝
∠42
ツ1一β3
（一・③）、の席次領域までのP212名
z43 （・一④）、の席次領域までのP313名
とそれぞれ合格者を決定すれば良い。
　　b．歩留りを考慮して入学定員に合わせる
　合格者の全員が入学するわけではなく、つまり、合格者の歩留りは100％
ではないので、平均点ツの値によっては入学者の総数が大学の入学定員に達
しなかったり、オーバーしたりという事態が起こり得る。それを避けるため
には、入学者の総数が入学定員に等しくなるように、各試験の合格者の歩留
りを考慮して平均点ッの値を決めれば良い。
　まず、各入試ごとに前述の入試席次領域変数1と入学者数κとの関係のグ
ラフを描き、曲線でフィットし、xを1の関数という形で表す。いま、その
結果、次の関数を得たものとする。
　　入試1について：ヱ＝∫1の
　　入試∬について：£＝∫2の
　　入試皿について：κ＝んの
　入学定員をLとすると、入試1、∬、巫からの入学者数筋、X2、栴は
　　L一劣1＋コ‘2＋π3一∫1‘11クザ2σ2ノザ3‘13ク……⑤
の条件を満足しなければならない。
　そこで、この条件⑤が成立するように統一試験の平均点ッ1を決める。入
試1、丑、皿の合格者数は、このツ1から②式～④式によって、それぞれP111
名、jp212名、P313名と得られる。
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皿．サンプルデータに基づく適用例
　前章で述べた方法を、用意した1セットのサンプルデータに適用して解析
してみよう。以下のデータは実際の入試のデータを参考にしてはいるが、試
験による違いがはっきり分かるように実際のデータをかなり変更し、作成し
たものである。入学定員Lは700名とした。
　1．統一試験の成績のサンプルデータ
　第1表に統一試験の成績（100点満点）のサンプルデータを示す。入学者
全体を成績の順に並べて10等分し、各区間について、上位の点数とその次の
区間の上位の点数を平均してその区間の平均得点とした。以下では、同じ区
間に属するものは全てこの同じ平均得点をとるものとして計算している。
第1表　統一試験の成績のサンプルデータ
席次 1位 71位141位211位281位351位421位491位561位631位
得　　点 92 74 66 60 55 50 46 42 38 34
平均得点 83 70 63 57．552．548 44 40 36 34
　2．入試成績と統一試験の成績のサンプルデータ
　前章で述べた入試成績と統一試験の成績順位のサンプルデータの表（10×
10の表）を各入試ごとに作成する。いま、前述のように3回入試が実施され
たものとしよう。各表の下欄にそれぞれの席次区間ごとに求めた統一試験の
平均点の値および各区間にっいて求めた合格者の歩留り　（実際に入学する
割合）R、の値を示す。
　　a．入試1
　この入学試験は実施時期の早い試験を想定していて、受験者数も多く、ま
た入学者の中には統一試験の成績の良い学生を多く含んでいる。合格しても、
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入学手続きはずっと後でもよいので、合格者の歩留りは全体にわたって小さ
い。サンプルとして採用したデータを第2表に示す。このデータの特徴は次
の通り。
　1．合格者数は600名とした。したがって、Pの値（P1）は60。
　2．入学者数は350名である。入学者全体の半分を占める。
　3．統一試験の成績が良いものが多い。
　4．合格者の歩留りは席次上位の者ほど低い。
第2表　入試1のサンプルデータ
合格者数　600
入試席次区間 0％～
　10％
10％～
　20％
20％～
　30％
30％～
　40％
40％～
　50％
50％～
　60％
60％～
　70％
70％～
　80％
80％～
　90％
90％～
100％
??
統一試験順位
1位～
　　　70位 3 6 7 5 9 7 4 5 3 2 51
71位～
　　　140位 3 5 5 5 4 3 5 6 4 3 43
141位～
　　　210位 1 3 4 6 4 5 6 6 6 5 46
211位～
　　　280位 1 2 2 5 3 8 7 5 4 5 42
281位～
　　　350位 1 0 2 3 4 5 7 2 8 6 38
351位～
　　　420位 1 2 1 3 4 5 6 7 5 6 40
421位～
　　　490位 0 1 1 2 2 2 6 4 7 5 30
491位～
　　　560位 0 1 1 1 3 3 3 3 8 7 30
561位～
　　　630位 0 0 1 0 1 2 1 5 3 7 20
631位～
　　　700位 0 0 1 0 1 0 0 2 2 4 10
合計人数 10 20 25 30 35 40 45 45 50 50 350
平均点 68．0066．6064．2062．0060．9058．7156．4055．2352．0249．39
歩留り 16．7％ 33．3％ 41．7％50．0％ 58．3％ 66．7％ 75．0％ 75．0％83．3％83．3％
　b．入試II
この入学試験はいわゆる入試期間中に行われる通常の入学試験を想定して
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いる。合格したらすぐ手続きをしなくてはならないので、合格者の歩留りは
高い。サンプルとして採用したデータを第3表に示す。データの特徴は以下
の通り。
　1．合格者数は350名とした。したがって、Pの値（．P2）は35。
　2．入学者数は250名である。入学者全体の約1／3を占める。
　3．統一試験の成績は中程度のものが多い。
　4．合格者の歩留りは全体として良好である。
第3表　入試∬のサンプルデータ
合格者数　350
入試席次区問 0％～
　10％
10％～
　20％
20％～
　30％
30％～
　40％
40％～
　50％
50％～
　60％
60％～
　70％
70％～
　80％
80％～．
　90％
90％～
100％
??
統一試駒頂位
1位～
　　　70位 3 2 2 2 1 1 0 0 0 0 11
71位～
　　　140位 4 4 3 2 2 2 1 1 0 0 19
141位～
　　　210位 4 3 3 3 3 2 2 2 1 0 23
211位～
　　　280位 3 3 4 4 4 3 3 4 2 1 31
281位～
　　　350位 2 2 5 5 4 3 5 5 3 2 36
351位～
　　　420位 2 2 3 4 5 4 4 5 4 3 36
421位～
　　　490位 1 2 3 2 2 4 4 5 5 4 32
491位～
　　　560位 1 1 2 2 2 3 3 4 6 6 30
561位～
　　　630位 0 1 0 1 1 2 2 3 5 5 20
631位～
　　　700位 0 0 0 0 1 1 1 1 4 4 12
合計人数 20 20 25 25 25 25 25 30 30 25 250
平均点 61．9358．6356．5455．3453．2050．9249．0048．3543．4541．54
歩留り 57．1％57．1％ 71．4％71．4％ 71．4％ 71．4％ 71．4％85．7％85．7％ 71．4％
　c．入試皿
この入学試験は実施時期の遅い試験を想定している。志願者数は多くない
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ので、合格者数も少ない。どうしてもどこかの大学に入りたい、という希望
が強いので、合格者の歩留りは高い。サンプルとして採用したデータを第4
表に示す。データの特徴は以下の通り。
　1．合格者数は150名とした。したがって、Pの値（．P3）は15。
　2．入学者数は100名である。入学者全体の約1／6を占める。
　3．統一試験の成績は中程度の者がやや多いが、成績の良い者も悪い者も
　　極端に少ないということはなく、全体としてほぼ均一に人数が分布して
　　いる。
　4．合格者の歩留りは入試席次の中程度でやや低くなるものの、全体とし
　　ては良好である。
第4表　入試皿のサンプルデータ
合格者数　150
入試席次区問 0％～
　10％
10％～
　20％
20％～
　30％
30％～
　40％
40％～
　50％
50％～
　60％
60％～
　70％
70％～
　80％
80％～
　90％
90％～
100％
??
統一試騨位
1位～
　　　70位 3 2 1 0 1 0 0 0 0 0 7
71位～
　　　140位 3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 7
141位～
　　　210位 3 3 2 1 0 1 1 1 1 1 14
211位～
　　　280位 2 2 2 1 0 2 2 1 1 1 14
281位～
　　　350位 1 2 1 0 1 2 1 2 1 1 12
351位～
　　　420位 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 13
421位～
　　　490位 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2 10
491位～
　　　560位 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 8
561位～
　　　630位 0 0 0 1 0 0 1 1 3 3 9
631位～
　　　700位 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 6
合計人数 13 12 8 6 6 8 8 10 14 15 100
平均点 66．4263．5861．8153．0852．5851．8849．8147．1543．7943．13
歩留り 86．7％80．0％53．3％40．0％40．0％53．3％53．3％ 66．7％93．3％100．0％
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　3．入試席次領域と統一試験の平均点の関係
　入試1、豆、皿のそれぞれにっいて入試席次領域変数1と統一試験の平均
点ッの関係を調べ、結果を第5表およびグラフ1に示す。グラフ1からわか
るように、いずれのサンプルデータについても両者の関係はほぼ直線的であ
る。特に、入試1および皿のデータは直線性が極めて良い。
第5表　入試席次領域と統一試験の平均点の関係
入試席次領域
（変数1）
0％～
　10％
0％～
　20％
0％～
　30％
0％～
　40％
0％～
　50％
0％～
　60％
0％～
　70％
0％～
　80％
0％～
　90％
0％～
100％
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10???平均点 68．0067．0765．764．4463．4062．2360．959．9258．6157．29
フィット値 68．1266．9365．7464．5563．362．1760．9859．7958．6057．41
???平均点 61．9360．2858．8457．8756．855．7954．7653．7852．4051．31
フィット値 61．4760．3459．2158．0856．955．8254．6953．5652．4351．30
???平均点 66．4265．064．2762．5561．2259．8158．5056．9054．7453．00
フィット値 66．8965．4163．9462．460．9859．5158．0356．5655．0853．61
70
??????????????????? ????? ??
0
rニニニlr二圏1ニニIIIニニr
????????????
??
???
??
?????????????
??
????????????????
入試席次領域
グラフ1　入試席次領域と統一試験の平均点との関係のグラフ
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　①式を用いてフィッティングを行い、得られたパラメータを第6表に示す。
また、フィットして得られた直線に基づいて計算した値をrフィット値」と
して、第5表に示す。それぞれサンプルデータとの差は小さい。なお、第6
表に示すR〈2は決定係数といい、フィッティングの正確さを表すパラメー
タで、値が1に近いほどフィッティングの誤差が少ないことを表す。なお、
データの直線性が悪い場合には、2次式、3次式等、多項式を用いてフィッ
ティングを行えばよい。
　　　第6表　フィッティングによって得られる①式のパラメータ
且 B R〈2
入試　1 一1．1906 69．3153 0．9993
入試　II 一1。1299 62．5953 0．9956
入試　皿 一1．4753 68．3613 0．9921
　4．入試席次領域と入学者数の関係
　入試1、n、皿のそれぞれにっいて入試席次領域変数1と入学者数κの関
係を求め、第7表およびグラフ2に示す。
　　　　　　　　第7表入試席次領域と入学者数の関係
入試席次領域
　（変数1）
0％～
　10％
0％～
　20％
0％～
　30％
0％～
　40％
0％～
　50％
0％～
　60％
0％～
　70％
0％～
　80％
0％～
　90％
0％～
100％
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10???入学者数 10 30 55 85 120 160 205 250300 350
フィット値 7．9 30．356．787．1121．4159．8202．1248．4298．6352．9???
入学者数 20 40 65 90 115 140 165 195 225 250
フィット値 14．240．065．991．7117．6143．4169．3195．1221．0246．8???
入学者数 13 25 33 39 45 53 61 71 85 100
フィット値 13．724．132．439．446．052．961．071．184．0100．6
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グラフ2　入試席次領域と入学者数との関係のグラフ
　グラフ2からわかるように、入試1にっいては直線性が良いので、1次式
　　　　劣＝∫2ω＝α1＋b　……⑥
でフィッティングを行う。一方、1および皿にっいては直線からのはずれが
目立っので、入試1にっいては2次式
　　　　κ＝∫1ω＝α12＋わ1＋o　……⑦
で、および、入試皿については3次式
　　　　π二∫3‘1フ＝α13＋わ12＋01＋d　……⑧
で、それぞれフィッティングを行うものとする。得られたパラメータを第8
表に示す。また、フィッティングして得られたパラメータに基づいて計算し
た値をrフィット値」として、第7表に示す。それぞれサンプルデータとの
差は小さい。
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第8表フィッティングによって得られる⑥式～⑧式のパラメータ
パラメータ α b C d R〈2
入試1 1．9886 16．4583 一10．5833 『 0．9997入試H 25．8484ヨ1．6667 『 一 0．9982入試皿 0．1371 一1．8765 15．0773 0．3333 0．9994
　5．最適合格者数の決定
　入学定員は350＋250＋100で700名である。第6表のパラメータを用いて、
入試1、II、皿ごとに、統一試験の各値に対する合格者数P111、．P212、P313
を求める。それぞれの合格者数に対する入学者数箱、勉、栴は第8表のパ
ラメータを用いて⑦、⑥、⑧の各式より求める。ここで、⑥～⑧の各式にっ
いても、①式と同様、1－1～10の区間の外でも成り立っものと仮定してい
る。以上の値をまとめたものが第9表である。入試1、H、皿の入学者数の
合計箱＋梅＋％3が700名となるように平均点ツ1を決めれば良い。このツ1に
対応した合格者数が各入試の最適合格者数である。第9表より、ッ1＝55．245
（≒55．2）点を得る。最適合格者数は入試1が709名、入試1が228名、入試
皿が133名で、これから見積もられる入学者数はそれぞれ、入試1から462名
（現在の入学者数は350名）、入試豆から156名（同じく、250名）、入試皿か
ら82名（同じく、100名）である。
　当初の合格者数はそれぞれ600名、350名、150名であったので、入試1の
合格者を109名増やし、入試1および入試皿の合格者はそれぞれ122名および
17名減らす必要があることが判明したわけである。
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第9表最適合格者数の決定
平均点 入試1合格者数 入試1入学者数 入試II合格者数 入試H入学者数 入試皿合格者数 入試皿入学者数 全入学者数
60 469 240 80 48 85 50 338
59 520 281 111 71 95 55 407
58 570 325
???
93’ 105 61 479
57 621 372 173 116 116 68 556
56 671 422 204 139 126 76 637
55．8 681 433 210 144 128 77 654
55．6 691 443 217 148 130 79 670
55．4 701 453 223 153 132 81 687
55，245 709 462 228 156 133 82 700
55．2 711 464 229 158 134 83 705
55 721 475 235 162 136 85 722
54 772 530 266 185 146 96 811
53 822 588 297 208 156 109 905
52 873 649 328 231 166 124 1004
51 923 713 359 254 177 141 1108
50 973 780 390 276 187 162 1218
IV．結論
　限られた応募数の受験生の中から、不公平にならないように、また、学力
のある受験生を取りこぼすことのないように合格者を決定することはきわめ
て重要なことである。本論文で紹介した方法は必ずしもベストではないかも
しれないが、従来のように各入学試験ごとに合格者をバラバラに決める方法
に比べれば信頼性が高いであろう。しかし、以下の点に注意して運用しなけ
ればならない。
　1．入学者の学力をできるだけ正確に反映した統一試験の成績を共通尺度
　　として用いること。
　2。実際の運用にあたっては、入試データを何年分か蓄積し、入試ごとの
　　特徴のはっきりした典型的なサンプルデータを入手し、それを用いるこ
　　と。
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3　データをフィッティングした式を用いて分析を行っているので、実際
にはデータのばらつきに伴う統計的誤差があるものと認識すること。
4　入試の動向は一定とは限らないので、第6表および第8表のパラメー
タの数値の見直しを頻繁に行うこと。
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